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第１９回 市民公開漢方セミナーを開催  
2016年11月14日(月)日本橋公会堂において、 
第19回 市民公開漢方セミナーを 
「漢方は素晴らしい！漢方薬の特長」のタイトルで開催した。 
 
NHKラジオ第１で放送中の「ちきゅうラジオ」等で活躍されている、 
フリーアナウンサーの柴原紅さんの進行のもと、 
日本漢方生薬製剤協会 一般用漢方製剤委員会の長島義昌委員長が、 
漢方の正しい基礎知識や体質別における有効な漢方薬などについて、 
一般生活者の方に分かりやすく講演した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



長島委員長の講演は、漢方医学とは漢（中国）より伝えられた医術が 
日本独自の発展を遂げた日本の伝統医学であることの説明から始まった。 
そして、人の体を「気」「血」「水」の３つの要素で捉え、 
そのバランスを整えることで 
体の持つ「自然な治癒力」を呼び覚ますものであることを説明し、 
冷えやだるさ、めまい、肩こりなど複数の症状がある方や、 
慢性的に症状を感じているような場合は、漢方薬が得意としており、 
西洋医学と対立するものではないと話を進めた。 

その後、一番メジャーな漢方薬である葛根湯を例に挙げ 
構成している生薬ごとの作用を説明し、 
合成薬のような眠くなる作用をもつ成分が入っていないことから、 
運転される方や受験生などにおすすめであると説明した。 
また、症状や体質に合わせた漢方薬の紹介をし、 
漢方薬を選ぶ際のポイントとして、次の３点を挙げた。 
 ①一番困っている症状 
 ②他に困っている症状 
 ③どのくらいの期間悩んでいるのか 
                            セミナーでは、参加者からの事前質問を募集しており、 
                            「服用してどれくらいで効果が現れるのか」 
                            「複数の漢方薬を使用しても問題はないか」といった質問に対し、 
                            「症状や漢方薬の種類にもよるが、一般的には服用後1ヶ月が目安」 
                            「構成している生薬が重複しているかいないかケースバイケース、 
                             薬剤師や登録販売者に相談してほしい」と丁寧に回答した。 

                            最後に、漢方薬は現代医学に取り入れることで治療の幅が広がり、 
                            生活をよりよくするものであり、まずは医療機関での診察を受け、 
                            必要に応じて漢方を取り入れて欲しいと結んだ。                             

                            柴原アナウンサーの生活者目線のコメントや質問に対し、 
                            長島委員長が具体例を取り入れながら説明するという進行に 
                            会場の参加者はうなずきながら聞き入っていた。 

【柴原 紅 アナウンサー】 

【長島 義昌 委員長】 



ロビーでは、一般用漢方製剤委員会が、 
風邪をひいた時に熱が出る仕組みの説明パネルと 
葛根湯他講演で取り上げた処方の製品パッケージを展示した。 
一方、生薬製剤委員会は、薬局等で市販されている 
生薬製剤等の製品展示を行った。 

多くの来場者が足を止め、パネルに見入ったり、 
時には展示製品を手に取りながら、 
熱心に質問をされている光景が見られた。 

本セミナーは、生活者に漢方薬等を 
より身近に感じていただけた良いイベントであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【熱が出る仕組みのパネルと葛根湯】 

【OTC漢方と生薬製剤】 

【来場者の質問に答える担当者】 【展示に興味を持って立ち止まる来場者】 
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